
LC-MS/MSでエストリオールを含む
エストロゲン測定ができます

➢ 胎児-胎盤機能の指標としてのE3が測定できます。

➢ 血中・尿中※の他、様々なマトリックスに対応します。

➢ E1,E2はプロゲステロンやアンドロゲンとの同時測定も可能

エストロン
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エストラジオール
(E2)

エストリオール
(E3)

※尿は加水分解処理を行います。



様々な血中のE2濃度 

電 話：0466-32-7218
メール：kensa-med@ap-med.co.jp
ホームページ：https://www.ap-med.co.jp

受付時間：月～金曜日 9:00～17:35
土日・祝祭日・年末年始等を除く

お問い合わせ
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極微量～高濃度E2測定に対応します。
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測定可能項目

E1,E2と同時に濃度測定が可能な主なアンドロゲン
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エストロゲンを含む様々なステロイド研究にも利用できます。

▼詳しくはお問い合わせ下さい
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